



































































































































































この際、鳥羽、伏見の戦争があり圭三郎も出征しました。戦済んで帰郷してから 村 戸長となつて学問は棄ててしまひ、間もなく病死したのであります。そこで母は息軒に対し を圭三郎のあとに迎へ いと申し入れました。祖父から 、小太郎を跡
アトメ
目にするのはよいが、国に帰すわけには行かぬ、お前達
が出てこいといふ返事がありましたので、母と姉はま 江戸に参りました。息軒はそのとき病気で もなくなく りました。これが明治九年
九月二十三日
。これまで厄介者であった私は、こ










































＊年代は、本書翰にある前年十二月の浦賀訪問が、 『北有馬太郎日記』 （ 『久留米同郷会誌』所収、以下『日記』 ）の嘉永四年十二月の記事に相当すると考えられることから推定した。二洲の嗣子で貞太郎が従学した尾藤水竹は浦賀奉行所組頭の勤番を拝して嘉永三年十一月二十九日に浦賀に赴任したが、程なく病臥したらしく、貞太郎は嘉永四年の六月十日と八月十四日と十二月二十三日に 尾藤水竹の病気を見舞い、十二月二 三 の見舞のあと、海路下田に向かい、翌 正月十四日に江戸に戻っている。たびたびの見舞は、やはり浦賀や下田など海防上の拠点 踏査に っ も と推定される。また浦賀では、親交のあった栗山圭次郎・圭三郎兄弟の生家を訪ねており、その際に姉 縁談について依頼をうけた。　
ついで閏二月一日からは北越に出かけ、上越高田から程近
い田村の宮崎家、高田城下 儒者で勤皇家の倉石侗窩（安積艮斎門、武四郎の祖父） 筒石村の金子文敬など各地 名望家・文人に寄寓して、嘉永六年十一月十八日に江戸に帰るまで、二十ヶ月以上も越後各地を遊歴した。本書翰は、嘉永五年三月十日に高田到着後、息軒に無事な近況を伝えるため認められたものである。貞太 は での講学や詩文 交わりの合間には、春 山・鳥坂山のような古城址に登ってお
り、ここでも外寇に備えた防衛への関心が透けて見えるように思う。 の間、栗山圭三郎は貞太郎 誘いをう 、嘉永六年三月二十八日に筒石村を訪れており、その親交が知られる。なお、倉石侗窩と中村貞太郎の交流については、一高在学中の武四郎が個人教授をうけた際に安井小太郎から聞いたことを、後年口述している（ 『東方学』四〇、一九七〇） 。





歳一、豊臣家時代迄采邑を被賜候に、幾百貫 幾千貫と申事候。併大祿に至ては、幾万石、幾十万石と申候事相見へ候。然れば、貫と申事、小祿の者に限り候事に有之 哉。且又、此申事、何時頃より申始候事に候哉。一、武家知行割之儀、一万石 領地なれば、地頭 所取一万石にて、民の所取は、此数之外にて候哉。又は公私を兼て、壱万石と申候事に候哉。然れば 其壱 之内を 四 六民の割を以て、取斗可申哉。左候得ば、地頭之取高僅四千石也。餘り少分の様被存候。若し百石之祿な 只四十石候。当時公廩より被賄候御家にては、石壱俵の由承り及候。然らば、僅四十俵にて、一年 生産相立候勘定也。如此に候得ば 百 之祿 て
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は、迚も一家を立候事は、出来間敷被存候、如何。一、石は矢張斛にて候哉。一、何百 之村、何千石之村と申事候。是は地所之取高を以て申候事哉、又は総数を以て申 事に候哉。一、公儀にて石と申事、俵と申事、両様に申候事は、知行取と、蔵米取との差別あれば也。是は家禄なれば 随分聞へ申候。然し、職祿にも、矢張石と 、両様有之候。是は廩米を以て、被給候事之様心得罷在候に 何故同じ廩米 るを 右様に書き別け 儀に哉 併し、石と申候 斛にて、壱斛にて 四斗俵にて、二俵半之割にて、被給候事に哉。夫 、餘り石と俵との違ひ 甚敷様被存候。如何。一、武家軍役の次第、東照公百ヶ条 は 千石に五十騎と相見え候。寛永十二年之御定書を拝見仕候に、千 に人数二十三人、持鎗弐本、弓壱張、鉄砲壱挺 有 候て 二千九百迄は騎士不相見候。三千石 至り、始めて馬上弐騎 鉄砲三挺、弓弐張、鎗五本と相見候。十万石に 百七拾騎、砲三百五拾挺弓六十 百五拾本 旗二 本也。　
寛永御定御軍役と、東照公百ヶ条とは、聊異同仕候儀、時代
之異なるより、左もあるべき也。当時にては、猶又、寛永頃ほどにも参る間敷、当時之御定とて、別に有之事に候哉。一、弓・鉄砲は、足軽の業。鎗は士の業と 大凡定まりたる事の様相見え候。是も古への法にて有之間敷 専ら永禄天正頃の
事の様被存候。当時にても猶其格なるべし。然らば、刀の業は徒士の任にても可有之哉。刀の働こそ、何道具より重かるべきに、何として槍をば勇士の業とは、被定たる事に候哉。既に賤ヶ岳の役にも、七本槍の振太刀とて、槍の働をば刀の働きり、重んぜられ候事相見へ候。合点不参事共に候。但、刀は上下によらず帶する品に候故なれば欤。凡出軍の次第、將たる者は采配を取 士は馬上に槍を取、足軽は弓、鉄砲を持候なるべし。然る時、徒士たる者は、何道具にて 戦筈に候哉。愚案には、戰は臨機応変の者に候えば 馬軍 よろしき地形 馬に乗り 馬によろしからざる地に より飛下り、徒立に成るべき者欤。何ぞ必騎士、徒士を別たんや。且又、今の世には、騎馬以上と徒士とは、格式身分も餘り段付き候様被存候如何。一、信州上田領内に、村高何貫と申候処有之 。壱貫文 高一斛四斗七升に当り候由。扨此貫と申議、いづれ銭 て申候名なるべし。是は、其昔、武家の収納皆銭にて為出候 ても有之候を奉伺候一、他姓之子を我子として、家を譲る 先祖へ対し不相済儀、承知仕居候。扨他姓の家を継候者は 実家を相続仕 兄弟有之、且は養家衰滅不致、先祀連綿仕 様 さへ仕候。指 て筋違いたる儀にも有之間敷心得候。併先祖より 姓を捨て、他姓を名乘候儀 非義之誹も有之者に哉 此段奉伺候
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別啓此度之地震は、東海道筋のミならす、上方山陽南海九州筋迄もあれ候ト 風聞に候。如説候ハヽ実ニ大凶変ト可申候。本より当節世上之有様、神慮ニ叶不申 半ト存候事而已ニ候得は 此変も勿論之儀ニ可有之候得共、扨々世運心細ク相成候儀ニ奉存候。併此変ニ付而は政邊 人も少は目之醒め候儀も 有之、夫ニて茂目醒不申候ハヽ、国運も愈無覚束被存候。扨も其災ニかかり候者共こそ可憐之事ニ候。総計仕 ハヽ幾万之人命共相知申間敷候。御国許邊ニてハ如何之御様子ニて 哉。尤肥前のミ
強クあれ候ト之風説ニ候得ハ、其他ハ差たる儀ニは有之間敷歟ニ候。国家将興、必有禎祥、国家将亡、必有妖孽ト之聖語も候得は、行々之儀如何ニも心頼敷ヶなく被存候。いつれ近年中、兵乱間違有之間敷候。高眼如何御覧被遊候哉、幾重ニも英主賢相こそほしき者ニ奉存一、先頃は参上、永々預御厄介、いつもながら御礼申上候。其節拝借被仰付候遐邇貫珎、任幸便此度差上申候。御落手可被下候。緩々拝見、難有御礼申上候。一、宋李忠定公傳信録、折々見 處、当今之有様、宋代ト一轍ト相見ヘ 内議之弱を秘して外庭ヘは不洩等 事、尤能似申候。古今同歎此事ニ候。何卒趙宋之勢ニハ成行不申様 有之度ものニ候。一、先頃児童輩も年内ニ両三輩は 増可申趣 申上置候得共今以相増不申候。尤私寓居も落付不申 不遠此地引拂 儀も難測抔存候て之見合之由、世話人共申候。最早是迄参り不 得ハ、年内ハ参り申間敷 春ニ相成候ハヽ、 ト歟模様相分り可申候。勿論村内ハ今参り 分之外ニハ読書仕候程之身上 者は無之候。昨今之事故 他村迄ハ響き不申候 ト相見ヘ申 。右故只今分ニてハ至極閑暇過候位之境界ニ候。書籍さへ有之候得は、自分之学問は如何程も出来申候。只書籍之乏敷を恨ミ候儀ニ候。夫ニ付、久貝氏之蔵書引 度思案仕候。乍去遠地ヘ離れ居候得は不安心ト存、借シ候儀難渋がり可 間 何卒先生
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＊『書簡集』に嘉永七年八月十日書翰として収録するが、息軒が貞太郎に仕官口を勧めていることから須磨子と結婚後のもの、また桶川本陣経由の書翰伝達から下総飯岡移住（安政三年三月）以前と考えられることから、安政二年と推定する。 「異国船当六日、三艘下田着」の風聞も、同 六～七月に外国船が箱館・下田に盛ん 入港している状況と合致する。 「廣矛」の署名は本書翰が初出で、結婚を機に改名したとも推測される。　
書翰の内容は、妻帯しても一向に仕官して安定した家庭を











































＊年代は、須磨子（おすか）の動向から推定した。前述のように、この年三月、貞太郎が奥富から飯岡に移住する際、須磨子は一時的に江戸に戻っていた。本書翰は、須磨子が四月九日に飯岡 着いたことを伝えるもの この飯岡移住と関係があるのかもしれな が、この時、息軒は書翰で塩谷宕陰から貞太郎へ 厳しい叱責を伝えていることがわかる。
　「伊牟田」は、既出の伊牟田尚平。 「平左衛門」は、貞太郎が寄寓している飯岡の名主大河平左衛門（別号酔月） 。　貞太郎の著書「乗合船闇夜話・書牘録」の伝存は確認でき









秋冷追々相募候處、御揃益御安泰可被成御座、奉恭寿候。爰許愚父病状も少々ツヽ宜敷方ニ罷在候間、御降心可被下候。おすか事如何候哉。一向ニ便り無之、安危無心元 存候。京着後、前便迄三度書状差上候得共、一向其御表よりは御状着不仕候。尤七月廿日の御状、是は八月九日相達申候。其後 絶而御便り相達不申候。付而は愈おすか事案申 事ニ候。尚又愚弟直人事、東行後、是又便り無之 如何致居 哉 江戸表迄無滞相達候事ニ候哉、尚死生之程も 覚束候 何分御宅へ参上不仕候ハヽ、本所回向院裏門通り 宅艮斎方迄御尋遣可被下
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生産ニ而は迚も薬料 足不申、追々身上差迫候而已ニ有之候。付而は当分飯岡之教授、直人へ為相勤候而、不肖事は木曽ニなりとも又其外之處ニ而も罷越、一年十四五金位之かせぎ仕度、夫ニ而も十分之儀ニは無 候得共 せめて薬代丈ニ相成可申候。今之分ニ而は薬代十金ニ而は足申間敷候。餘り得手勝手之計之様ニて、寓主之心底も測兼候得とも、実ニ生産立行不申候ニは困り入申候。尚御相談申上候。宜敷御示可被下 未タ平左衛門へは不申聞 平左事も此節追々 候。併全治之程如何可有之哉ニ被存候。尚平左承知致くれ 而 、病人差置遠行仕候儀、如何可有之哉 且は直人抔ニ 付きれ申間敷とも案申候。何卒宜敷様御示教被下度奉願候。近地ニ而は迚 十四五金之働出来申間敷、是非遠方罷越不申候 は、金 都合出来不申、又遠方罷越 而は病父之事有之、誠 致方無 次第候。尚又乍此上金十圓才覚仕 京師へ差登セ 而 河内介身分振廻出来不申候間、是非とも差登セ不申 而 相成不申、其十金之儀才覚仕候得は、薬代之方当無 様相成申候故、いつれとも游歴ニ而十四五金相かせき不申候而は都合出来不申候。当春は木曽勘左衛門出府致 筈 未タ出府不仕候哉。若出







＊年代は、前書と同様、貞太郎が飯岡に引き取った父寛平が生存していることから、同定する。父を引き取った貞太郎一家の 活は、急速に困窮していたことが分かる。父の薬代年十四、五両を稼ぐため は、年十両の契約で招 れた飯岡での講学では不足するので、できれば飯岡での講学は弟直人に任せ、貞太郎 木曽福島か、その他の土地に移って稼ぎたいが、しかし直人 教師は務まらない も知れないと訴えて
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一筆啓上仕候。然は愚父事、去月廿日朝、容躰少々不出来、昼頃より又々平常ニ相復申候。但氣力弱候様相見申候。併其夜も深更迄起坐罷在候。翌廿一日朝、前朝ニ倍シ氣勢尽果、昏 心睡無程相果申候。折角遠境引取、今一應は兎も角全快為致 十年来之取もつれ相片付、帰国為致可申ト相心得、事ニ触レ氣ニ不入異見等申向候處、無其詮今更後悔仕候。貧中何事も不任心、甘旨之養不行届而已、遺憾不過之候。天涯之客死、定而孤魂淋敷存候半。三年之間は此地留 、墳墓之掃除相勤可申覚悟ニ罷在候。直人便為香奠金三百疋御恵投被下、難有奉存候。早速手向申候。定而感悦拝納可仕 。去月十七日、嶋原和熟執合之状等相認、平左迄相頼置候處、廿一日之儀ニ而其侭ニ相成候。愚父存生中より強和熟相好不申儀ニは無之 得共、只本家へ五千金出金為致候存念より和熟出 申儀ニ而候。然は
　
い














＊年代は、貞太郎の父寛平の死去が報じられていることから同定する。息軒の忠告を容れて貞太郎は軽挙を思いとどまり、寛平は約半年の飯岡で闘病の末、貞太郎に看取られて四月二十一日に亡くなった。貞太郎は客中に歿した父 悼み、飯岡に留まって服喪の三 を送りたいと書いている。寛平の死去を知った息軒は、門人となってい 直人をすぐに飯岡に向かわせ、香奠を託した。また、息軒の妻佐代や長男棟蔵ら安井の家人からも悼辞があった。　
書翰の後半は、島原の中村本家との和解交渉の話題であ














祥奉珍賀候。爰許愚父ニ相別候後、充空・直人滞留、大勢ニ而兎哉角紛レ罷在候。御安慮可被下 。尚又近頃之異聞等縷々御示被下、難有奉存朦中之遣愁 御心付之程、別して奉感佩候。今度任遺言、本家和熟之為、直人事、西国へ差下し申候。三月頃迄は和談之儀愚父一向ニ承引不仕候處、四月中ニ相成候而は漸ク怒りも相解、私より和談掛合候様申付候間、十八日頃書状 認、舘主迄相托置候處、廿一日之変ニ而其侭ニ相成、其儀未整中相果、嘸々残念可存候。右ニ付、直人儀彼表へ差下し、京都ニ罷在四郎事同道下向仕、嶋原在住為致候心組 仕候。直人事ハ先年本家相續人ニ相立居候嫌も有 故 四郎 ニ相定申候。併 タ幼年ニ候間、直人儀後見ニ相立、一家取立 仕組 。四郎事、当 十四歳ニ候得は、いづれ三四五年は 後見不仕 而は相叶申間敷、其上は直人事彼地永住仕とも 又ハ別ニ一身相立候とも、可任当人之心候。委細直人より可申上候。右之次第ニ候間、折角御心切 御示被下候沓掛村之儀 先見合可申 。御状は則返納仕候。尚嶋原掛合之趣、別帳ニ相認、御一覧相願申上候。乍御面倒、御覧 被下候。相成儀ニ候ハヽ、中村甫助、八木與一右衛門、八木徳左衛門、八木秀雄四人連名ニ而書一通御添被下候ハヽ、直人相談口宜敷かるへく奉存候。五郎事当春相頼、今更引取 も餘り得手勝手 様 相当り 對春桃院氣之毒千萬、奉對先生候而 恐入候次第ニ候得共 全く
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と早々に、前書に予告したとおり貞太郎は弟直人を江戸に派遣した。本書翰は直人が息軒に持参したものである。貞太郎がこの時直人に託した所用 正月に医学修行 ために江戸に送り出したばかりの弟五郎を手許に呼び戻 、また父の死により頓挫していた島原 中村本家との和解を進めることであった。 「春桃院」は息軒の紹介によって五郎が師事した医者と思われる。貞太郎は、直人 京都 いる弟四 を伴って島原に遣わし、直人を後見人 して四郎に島原の家を継 せようと考え、また和解交渉を有利に運ぶため 息軒に島原の親族宛の口添 の書翰を認めてほ い 依頼している。 「中村甫助、八木與一右衛門、八木徳左衛門、八木秀雄四人連名」とは、中村本家の当主および貞太郎の母方の実家八木氏の人々である。　
一方、貞太郎自身については、息軒や芳野金陵から勧めら




























并京師之状、九月三日相達、九月三日之尊書、同十一日相達、追々拝見難有奉存候。次第寒冷相催候處、愈御機嫌能可被成御座、奉恐賀候。将又皆々様御揃御安祥、奉恭喜候。尊内様御病状如何ト御案申上候處、御状之趣ニ而、先日中又々御下利之御気味、御心配 察 併其後御止り之 様子 安堵仕 兎角当年は不揃之気候、困入申候。爰許お須賀母子共、追々肥立申候間、必御心配被下間敷様、被仰上可被下候。乳汁は迚も出不申候得共 是 近鄰 情ニよりて頃日大ニ肉付、貰 ニて餘りふとり、世 ニ気之毒なる程 候。今 處ニ而米ヲ遣候而貰候。乳親之外三人、都合四人之乳ヲ貰 故、一向乳之不足無之候。只夜中之乳ニは困り候故、佐藤民之助傳授之飯嚼相用申候。此飯嚼之事、日本紀神代巻、葺不合尊之處ニ相見申候。彼尊も母海神之女ニて 産蓐ヲ見られ候ヲ恥チ、生子ヲ捨て海ニ帰入玉ひし後、此尊無 汁、仍て此飯嚼ヲ以テ日足参らせ由。先日、佐倉佐藤舜海相見候節 物語仕 處、始而聞得説ニ而、西洋醫方之書抔ニも一向無之 至極乳代ニ相用候ニは良方ニ候。其方ならハ、小児腹中 も障り 間敷由、同人申候。此等ヲ以て相考候ても、本朝古代ニは宜敷醫方有之 後世外国之方のミ信用致候より、古代之良方すたり候儀ト被存候。一、古不易墓之義縷々被仰聞 難有奉存候。いかにも疑敷條ト存居候處、訛傳之由 有之趣承り 始了然仕 尚又左 通奉伺候。防墓崩之節ニ、吾聞之、古不脩墓、鄭注脩猶治也ト相見
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候得は、如仰掃除不仕之義トハ鄭玄も見不申様被存候。又同篇ニ、易墓非古也ト申一節相見候。注文、易謂芟治艸木、不易者丘陵也ト相見候。此注文 向分不申候。 氏之意ヲ相考候ニ、防墓崩之節ニ有之 墓ハ即チ墓也。此節ニ有之候墓は丘陵之事也。仍テ墓ハ掃除仕候得共、丘陵は掃除 仕ト申意之様相見ヘ申候。然は漢土周時代は、墓ヲ作候ニ 必ス丘陵ヲモ新ニ築立候者ニ 哉、又ハ自然之丘陵ニ就而墓ヲ作リ、其 之艸木ヲ芟治不仕ヲ不易墓ト申候儀ニ 哉。又被 聞候、朋友之墓有宿草而不哭ト申儀茂、不脩墓ニより自然有宿草候様成行候儀ニは有之間敷哉。亡者之子弟親類抔も有之候ヘは、脩墓之風俗 ニは自然掃除等も可仕ニ、宿草生茂候わけも 間敷 是は葬時地形抔直し候而、草木も伐拂置 其後者一向手入も不仕より、宿草有之候様成行申候ニは有之間敷哉。故ニ有宿草 只歳月之既久ヲ宿草ニて知候故、哀 既尽候て不哭之儀ニは 間敷哉。東郭墦間之祭者もかの遣奠抔之儀 而 新葬之人之墓 ニ就而祭候者之祭餘を乞候儀ニハ有之間敷 哉。詩の 門 、矢張齊国の東郭抔申所之如く、衆人墳墓有之 所 惣門之儀ニ而、一家之墓所之門ニは無 由ニ見 ては如何。又周末齊国即墨城ヲ燕将攻候時、即墨大夫田単之計ニて反間ヲ入、燕将ニ城外之墳墓 破却為致、城内士卒憤激 氣ヲ起サシム 見ヘ候得は、是も城内衆人之墓所一所ニ有之候様被存候。周礼墓大夫之候ハ 周王家之墓大夫ニ 下々ニ而右 之事迄は行届 申
ニ有之候半。墓大夫抔備へ置候儀は、天子故之儀ニは有之間敷哉。預御示、孔子不知父墓之不近人情之義は訛傳 説 而、さこそ可有之ト了然仕候得共、惣して庿ヲ重して墓ヲ不重風俗ト存込候故欤、兎角漢土人は墓所之沙汰餘り不仕候様被存候。乍御面倒、今一應右奉伺候條々、御教示被下候ハヽ難有奉存候。実ニ 用多中恐入候儀ニ奉存候直人事京師表ニ而、和平之儀、河内・主計抔不同意之趣
旨
申聞候




鳥渡ヶ様仕候。兎角油断無用之世中ニ相成申候。尚此後時事入御聴候儀候ハヽ、為御知可被下候。追々七八人も切腹致候ハヽ、却而宜敷候半欤 良策有之 而も、非其人則不行 日本之国脉ヲ強むるに 、何分人ヲ鋳直し不申候而は六ヶ敷候。良策あるも非其人ハ良策ニならす。奉行職位之處ニ何程之膽略才幹之士有 候而も、主相非其人則猶無か如し。如何共すへからさる世ニ成行候 の哉ト、今ハ浩歎之外 之候。本郷丹後守ト申ハ無非無誼、御取次職ニハ相應之人ニ而、却而才覚有之候人よりは宜敷候得共 参政抔は存も不寄儀ニ可有之候。十年前迄は二千石之人ニ 処、追々加増七千石ニ相成申候。今度参政昇進致候ニは、定而一万石ニ相成 半。近代之立身 いつれニも好運之人ニ候。土岐は両番頭ニ 處、其後浦賀へ転任致候様覚居候。御勘定 は何役より転し来候哉。如何様之人ニ候哉。上書之儀実事ニ候ハヽ、少可取儀ニ 。併し是 始終 儀如何可有之哉。今世ニ而ハ御徒士頭糟谷弥右衛門、是は才幹は存不申候得共、随時て移 人物ニ 無之 。昨年春頃欤辞職仕候。是は近頃之芳話 同人辞職之砌読候歌、
斯まても変るものとハ思ひきや弓矢とる手ニケベルもてとは
上より再三御勧も有之候得共、固辞退役仕候由。当世珍敷話可有之候。一、犯疆録寫本之儀、如仰桜任蔵方ニ而相頼候ハヽ都合宜敷候














見える「飯嚼」の方を伝えた「佐藤民之助」は、和方家として知られ 佐藤方定（別号鶴城）のこと。また貞太郎がこの方法を披露した 佐倉佐藤舜海」は、佐藤泰然の養子での洋医として著名な佐倉藩医の 尚中（一八二七～八二） 、貞太郎と同年齢の三十一歳である。　「古不易墓云々」は、飯岡に留まり三年の服喪を語る貞太郎に対して、息軒が書翰の中で恐らく『礼記』檀弓上 「吾聞之、古不脩墓」 「朋友之墓、有宿草而不哭」を引いて 貞太郎が墓に固執するこ の非 それとなく注意したのであろう。また「孔子不知父墓之不近人情之義は訛傳之説ニ而、さこそ可有之ト了然仕候」とあることから、恐らく檀弓篇の故事を持ち出したのは貞太郎の方であったと推測される。貞太郎は息軒からの説明に感謝しつつも 当該箇所 解釈について注疏の説 引きながら重ねて教えを請うている。しかがらこの返事は、心底から古典解釈 い 師に教え 請うというより、仕官等の新しい道に踏み出すように いう息軒からの忠告を逸らす意図があるよう も読める。　直人が島原に赴き本家と和解する案件については、京都で
田中河内介と中村主計が難色を示したため、直人は京都で足止め状態にある。一昨安政二年に、田中河内介と中村主計は西国下向の折りにこの件について中村本家に対して強硬な態度で談じたらしく、それが障碍となっている 、貞太郎はあ











豊吉罷越、尊翰拝誦。改年之御吉祥、千里同風、目出度申上候。愈御機嫌能被成御超歳、皆様へも御安祥御加寿 御祝申上 次ニ爰元皆々差揃、無事越年仕候。乍憚 降心可被下候。一、為年賀品々御取揃御恵投被成下 難有拝受 毎々之儀御礼難申尽候。一、津軽様之一條、芳野老人御芳志之段、過分之儀、深々忝奉存候。尚又縷々御教示之趣、難有奉存候。三年之喪相勤申候心得ニは兼て無之候得共、遠境之客死故、一入心淋敷可存 亡父之心中推量申候而、責而三 之間墳墓之掃治相勤、孤魂相慰メ度ト申迄ニ而候。本より人之寓客 身ニ候得共
は
、自分トして意





ト之儀ニ 。先方より右之趣ニ 候迚、素餐仕罷在候儀、對先生候而も恐入且愧入候儀ニ付、一周忌迄当地へ罷在、其上は又何方へも転寓仕候心組 て、早春此 早々申上可申存 候處、未タ片付不申儀共有之、既ニ昨日半切等用意仕居候處 豊吉罷越 預尊書、別して津軽 之儀御示し被下 誠ニ 合至極ニ奉存候得共、終身之決着之儀ニ候得は、餘リ望ミニも無之處ヲ、差当リ身之差詰リ 迚、奉公相究メ も如何ニ奉存候間、芳野老人之御悃忠ニ對し、恐入候 は候得共 何卒不悪被仰断可被下候。不肖兼而 内願は、薄禄は辞不申 且又身ヲ辱候儀も厭不申、只々公儀へ近寄度之志願ニ而有之 。何卒シテ幕府政柄ニ御携り被成候御家相望ミ申候。此儀は兼々預御異見儀も有之候ヲ、又候押而右様申立候儀 至頑 者ト被思召 半も恐入申候得共、
　
何分外諸侯家は餘り楽ミ不申候。決して三
年之喪制ニ拘リ候而 ケ様 上 筋ニは無之候。然 当地引取、何等之術 而生業相立候心得ニ候哉ト思召も恐入候得共先ツは浪人ニ而兎角渡世仕、武州之内、江戸より十里 外之地ニ永住之覚悟相定、是迄仕来 餬口術ニ少々之商ひ等仕り 暮
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